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ショパンの4つのマズルカOp．33とその背景について
おわりに
マズルカの由来やポーランドの言語、ショパンの青年時代などを踏まえ
て、マズルカOp．33の楽譜を複数検証することにより、ショパンがどのよ
うな背景からこれらの曲を作曲し、シ白パン自身がどのような心情をもっ
て演奏していたのか、当時の姿に一歩でも近づけたのではないかと考え
る。
ショパンはマズルカを、土俗的、民族的な形態から、洗練された独特の
芸術作品に昇華した。マズルカが世界中に広まり、どこでも演奏されるよ
うになったことは、大変重要なことである。
5年に1度、ワルシャワで開かれる、世界で最も権威のあるショパン国
際コンクールでは、必ず予選の課題曲にマズルカが取り上げられている。
このマズルカの演奏によって、世界的に活躍できるピアニストになれるか
否かの分かれ道になるともいえる。特にマズルカにおいて優れた演奏をし
た者にだけ授与されるマズルカ賞は、マズルカの持つ意味の重大さを表し
ている。
マズルカを想うショパンの心情は、祖国やそこに生きる人々、父母、姉
妹を慕う郷愁という言葉がふさわしい。
20歳の時にポーランドを後にし、ウィーンからパリで過ごした亡命生活
の中で、日々マズルカを書いていたショパンは、常にポーランドに思いを
馳せていた。ポーランドの空気や空、森の色すべてが、ショパンのマズル
カには凝縮されているのである。ショパンにとってマズルカを作曲するこ
とは、ショパンの精神、魂を解放させ自由に意のままに表現することで
あった。失意に終わったウィーン時代からパリで華やかなサロンデビュー
を果たし、そこで生活している間もずっとショパンの本当の心の支えであ
り、よりどころであった。
留学した1年目の年に、私はこの4つのマズルカOp．33を演奏曲目の中
に入れてリサイタルを行った。限られた期間の中で、課題をこなすこと
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松本由美子
に没頭していた私に、音楽の真の意味を忘れさせないようにと、Lコズ
ベック先生は、あらゆる所に連れて行ったり、いろいろな場所で演奏させ
てくださった。現在私の住んでいる日本の関東地方よりずっと北に位置す
るポーランドでは、秋～冬にかけての日没が大変早い。少し遅めの昼食を
食べて3時頃にはもう夕暮れである。そして、あっという間に真っ暗な夜
になってしまう。当初は驚きと何ともいえない悲しさがあったが、その頃
から演奏会に出かけるようになり、国立フィルハーモニーホール、テアト
ル・ヴィエルキやスタジオS1（エスイエデン）等に、器楽やオペラ、室
内楽、シンフォニーなど様々な音楽を3日に1度は聞きに出かけ、いろん
な音楽に触れる機会をもてた。また、入国して3日間のうちに物価が10倍
に上がるという、ひどいインフレも経験した。その中で、この国に生きる
人々の生活感や生き様を感じとることが出来たことは、大変貴重な経験
だったと思える。
今回マズルカを研究することによって、ショパンのマズルカに込められ
た内面1生に少しだが近づけたと思う。今後もこうした取り組みを続けて行
きたい。
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